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研究成果の概要（和文）：経頭蓋磁気刺激法（TMS）と認知機能訓練とを組み合わせたアルツハイマー病の非薬物的治
療法を確立することを目指して本研究を行った。健常成人を対象として、認知機能課題としてマガーク課題（「バ」の
音声を「ガ」と発声している映像と一緒に視聴すると、別の「ダ」の音声と認識する）を行った。機能的MRIにより前
頭葉の活動がマガーク効果を制御することがわかった。またTMSを口領域の運動野に行うと、マガーク効果が抑制され
た。以上の結果より、前頭葉のネットワークがマガーク効果の制御に関与することが示唆された。本研究結果をもとに
して、TMSと認知機能訓練とを組み合わせた新たな非薬物的治療法の確立を進めていきたい。

研究成果の概要（英文）：We conducted the present study with the aim of developing a new non-medical 
therapy for Alzheimer's disease by combining TMS with cognitive battery. Normal healthy volunteers 
participated in the McGurk task study (McGurk effect is an auditory illusion caused by the interference 
from unmatched visual inputs; e.g. a combination of auditory /Ba/ and visual /Ga/ results in the 
perception of a third syllable of /Da/). Functional MRI study revealed that activation of frontal lobes 
controls the occurrence of McGurk effect. Application of TMS over the primary motor cortex mouth area 
reduced susceptibility of McGurk effect. Findings indicate that frontal lobe network plays roles in 
detecting and resolving multisensory incompatibility to reduce illusion. Based on the present results, we 
would like to proceed with the development of a new hybrid treatment combining TMS with cognitive 
training.

研究分野： 神経内科

キーワード： 経頭蓋磁気刺激法　機能的MRI　マガーク効果　ブローカ野　アルツハイマー病
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脳機能を評価することができる手法である。
また刺激を受けた脳領域の活動性を変化さ
せることができる。
近年、アルツハイマー病に対して
知機能訓練とを組み合わせた治療法が提案
された（
2013）。これは
る認知機能障害に対する非薬物的治療とな
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認知が視覚性情報から干渉を受けることに
よる錯聴のことである。
声を「ガ」と発声している映像と一緒に視聴
すると、バでもガでもない「ダ」の音声と認
識することである。
病では健常成人に比べてマガーク効果が起
こりにくいと言われている（
2007）
いない。まして健常成人においてもマガーク
効果に対する脳内処理機構について、まだ十
分に解明されておらず、不明な点が多い。そ
こで本研究は、マガーク効果に対する
について、また
効果への影響について
評価する前に、健常成人で検証
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たその抑制は前頭葉の制御システムが寄与
しているものと考えられた。本研究結果をも
とにして、
せた新たな非薬物的治療法の確立を進めて
いきたい。
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